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寄生菌に因る斑竹の研究

第 1報 ノ、チクの褐色雲紋病(新称)，所謂雲紋竹に就いて

山本和太郎，前田己之助，大安範子(植物病理学講座)

Studies on the Sp巴ckledBamboos Caused by Parasitic Fungi， 

1. On the fuscous speckled bamboo or 'Unmon-chiku' of 

Phyllostachys nigra MUN. var. Henonis MAK. 

¥Vatato YAMA~[OTO. Minosuke MAEDA. and Noriko QVASU 

1.緒言

ハチクは北海道から九州に至る各地方で竹林を形成

し，マダケ及びモウツウチクと共に経済上重要な竹であ

る.このハチクの幹に暗褐色又は黒褐色の斑紋のできた

ものを雲紋竹と称し，地方によっては雲斑竹，ベアコウ

竹，タイマイ竹，紋竹.;g迂竹とも呼んでいる.

この雲紋竹は兵庫，京都，大阪，滋賀などの地方のハ

チク林に発生しているが，丹波地方の雲紋竹は他のもの

に比し，斑紋の色影が鮮明且つ美麗で、あるため，特に丹

波斑竹と呼ばれ，建築材料，家具類，装飾用竹器として

京阪神地方において珍重され，需要が多い.

雲紋竹の斑紋の成因に就いて， .J 11村博士10】は遺伝的原

因と2与え，牧野博士叫は雲紋竹をハチクの 1変種とし，

方のハチク林では大抵の竹に斑紋ができ，他のマ!J-ヶや

モウソウチクなどの竹類には未だ斑紋の形成を見ない.

これら竹類の混生している林内では，この斑紋の形成に

よってハチグと他の竹との区別が出米るので，斑紋の形

成がハチクの品種的特性であるかのように一般に考えら

れている.

この雲紋竹林は兵庫県多紀郡の総べての町村に存在す

るが，特に多いのは日置村に25ケ所，篠山町に15ヶ所，

八と村に10ケ所，畑村に8ケ所，大山村に7ケ所，村雲

村に6ケ前，更に古市村，岡野村，味間村，福住村，大

字村にそれぞれ5ヶ所ある.

当県の他の有馬郡.7k.と潤1，司加東郡にも雲紋竹林はあ

るが，多紀郡のように多くない.京都府では乙訓郡長岡

町，南桑田郡河原林村，同郡曾我部寺村，船井郡宮本

これにPhyllostachysnigra MUN. var. Henonis MAK. 村，綴喜郡普賢寺村などにあるが，栽培面積は少い.大

f. Boryana MAK.なる学名を与えた.其後中井博士6) 阪府では津田町に4ケ所ある.滋賀県では高島郡新儀村

Jも竹類の論文で雲紋竹をハチクの 1変種とし，この学名・ と饗庭村に数ヶ所ある.

を採用した.また坪井H3，上田博士1.;)らも竹類の著書に

おいて矢張り雲紋竹をハチクの 1変I遣としている.日野

博士のは竹溜の斑竹の成因に就いて，遺伝的原因，菌類

の寄生，昆虫の刺傷などの3種に分類し，雲紋竹を遺伝

的原因に所属さした.

このように雲紋竹は遺伝的原因によって出来ることが

学界の定説となっているが，学術的な根拠は全くない.

著者の山本は昭和26年から兵庫，京都，大阪の各地方に

ある雲紋竹林を実地に調べた結果，何れの竹駄において

も，湿った状態で、枯死腐朽した雲紋竹の斑紋上に，その

病原菌と思われるものの子実体を認め，雲紋竹の斑紋は

遺伝的原因でなく菌類の寄生によって現われる病fkEであ

ることが判明したので，これを褐色塁紋病と命名L，こ

れに就いてままに報告する.

2. 雲紋竹の発生状況と斑紋の形状

( 1) 雲紋竹林雲紋竹はハチクのみに発生し，当地
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( 2) 雲紋竹斑紋は笥から生じた新しい竹に10月頃

から現われ，その後次第に斑紋の数がi曽すと共に大きく

なる.かくして翌春には各竹の主主部から先端?付近に至る

各節聞に多数の斑紋が現われる.その斑紋の数，大いさ

及び色彩は各竹林の立地条件と各年の生長期における気

象条件によって違うようである.

篠山町と岡野村の両竹林で伐採した3年生の雲紋竹の

うち斑紋の多い10本に就いて，第1節から第18節にき:る

各節聞の斑紋数を測定した結果を第1表に示した.この

表のように，第1節聞には斑紋の出来ないこともある

が，イ也の総べての節聞には3-551図の斑紋ができている.

(この斑紋数は数個集合して 1個になった斑紋を数個と

して計算したから，実際よ'りも可なり多くなっている). 

各竹の節間斑紋数の平均は13.3-46.0個，全部の竹のそ

の平均は20.9個であった.

各節聞に就いて斑紋の平JY数をみれば，第白1節聞は
10.7個，それから上方に向って斑紋数がj曽し，第5節聞へ
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第i裳 塁紋竹の第 1 節聞から第17節聞に~る各節聞に発生した斑紋数
'ー

節一聞一の---番」吾----竹ーの一番一号一普一I司1 I 町2'I 3 I 性a 5 6 7 8 9 師|の閣平の均斑紋数

1 5 ，4・ 5 4 5 3 37 32 12 。 10.7 
2 9 23 12 7 12 10 40 24 21 37 19.5 

3 11 11 13 15 13 9 53 .29 26 29 20.9 

4 8 8 17 13 17 15 53 30 33 51 24.5 

5 14 16 21 28 21 22 50 50 37 48 35.5 

6 11 18 22 21 22 19 50 43 37 38 28.1 . 
7 11 13 29 26 29 19 61 39 34 43 30.4 

8・ 15 18 27 30 27 20 56 23 34 54 30.4 

9 22 12・ 40 40 30 28 44 25 32 43 '30.6 

10 22 14 31 27 31 20 44 25 30 31 27.5 

11 31 12 21 24 21 18 47 17 38 51 28.0 

12 26 18 27 24 27 23 41 11 45 52 29.4 

13 22 18 33 24 33 24 33 14 17 50 26.8 

14 14 8 42 18 32 21 55 7 20 35 25.2 

，15 21 6 23 12 23 25 48 11 17 40 22.6 

16 9 21 15 19 25 26 38 1 16 43 21.4 

17 '2 7 10 10 10 
3329 f 33 2 19 10 13.2 

各竹の斑紋の総数 253 227・388 342 388 783 383 468 655 一

各節聞の.yTl紋の平均数 14.8 13.3 22.8 20.1 22.8 19.4 46.0 22.5 27.5 38.5 20.9 

各の竹斡の第周1節(cm聞) 12.0 12.4 14.2 9.4 14.8 14.4 16.0 14.6 17.4 20.2 一

梼竹の番号の1-5は岡野村産， 6-10は篠山町産である.

では35.5個，それから上方は舗や減少し，第12節聞では

29.4個，第17節聞では13.2個となっている.竹幹の装部

が竹の皮で包囲されているものは，その部分は斑紋が少

いか叉は全くできない.王道紋は幹のみでなく，枝にもで

きる.

(3 ) 斑紋の形状斑紋は不規則な長楕円形又は全く

不規則な形状で，色彩は掠紫暗褐色又は黒溶色，時には

赤褐色又は黒色を呈し，小形のものは帽 0.2-0.5cm，大

形のものは崎 3-5cmある.時には隣の斑紋が相結合し

て更に大形になり，稀には節聞の大部分が斑紋で占めて

し、る.

斑紋の内部は色彩が均一でなく，同心環紋状の不規則

な細線が続状に現われる.また斑紋の内部は小斑点が多

数集合して，これらよ]、斑点の相互の境界線が変色しない

で幅1-2mmの曲線状に残り，この曲線が続模様になっ

て現われる.自然の竹では続模様は不明瞭であるが，泊

抜きをした竹では白色の生地に斑紋ぞ陪褐色又は黒褐色

に浮びあがり，その内部に白色のヂ規則な曲線がJ筒模様

状に鮮明に現れて美麗である. (挿図の1を参照)

3. 斑紋部の顕微鏡的観察

(1) 表皮上の菌糸と萄稼斑紋部の表面を検鏡すれ

ば，繊細な菌糸が表皮上に蔓延旦つ密着している.その
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菌糸は無色，淡いオ Pープ色叉は淡褐色で不規則lこ分岐

し，密に隔膜をそなえ，隔膜部は多少綴れるか，或は続

れない.その菌糸の苦闘包の幅 2-2.5内長さ 3.5-7，μあ

る.菌糸は斑紋とのみならず，幹の全面に薄く革延して

いるが，不明瞭で肉浪では認め難い.時には淡褐色の極

.めて薄い不明瞭な被膜状を呈している.

この菌糸の蔓延している幹の全面には黒色の徴細な菌

核が無数に散生している.菌核は円形で極めて薄く，表

皮に密芦し"直径 160-390μ ある.'菌核の組織は1層

の細胞からなり，その外縁部の細胞は長くて菌糸の籾胞

状であるが，内側は柔組鍛状で暗褐色を呈し，不正円形

叉は楕円形の細胞からなり，その大いさ 7-14x4-8，u

ある.どの菌核は後に表皮から次第に離落する.

(2) .斑紋部組織の謁変』護服部の表面を更に検鏡す

れば，、斑紋部の褐変は均ーでなく，引辺細胞と他の表皮

細胞が点々と褐変している.その揺変は1事耐包又は数細

胞或は10数細胞からなり淡褐色乃至漉褐色を呈し，こ

れらが点々と疎に或は密に散在してい;:;.

斑紋部の横又は縦の断面によって組織をみれば，褐変

は表皮と皮層の柔審制包に主として現われ，皮層の下部に

良く発達している筋部繊維群及び他の維管東は一般に褐

変していない.皮層組織内の禍変も均ーでなく. 1細胞

又は数細胞或は10数孝則包が集団的に褐変し，これらが点
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挿図の説明 1.褐色雲紋病の病斑(雲紋竹の斑紋). 2-3.病斑部に群生している子袈殻. 4.病斑部の横断
面にして褐変した細胞群を示す (x600). 5.病斑組織内の菌糸 (x800).、6.子襲殻. 7.子襲殻の縦断面
(x200l. 8.子襲と糸状体 (x400). 9.子襲胞子 (x800). 
Explanation of figures. Fig. l.'Fuscous specks occurring on the bamboo. 2. and 3. Perithecia 
appeared on the speckled bamboo. 4. Transverse section of the speckled tissue showing brown colored 
cells (x 600). 5. Intracellular mycelium in the speckled tissue (x 800). 6. Perith巴cium. 7.Vertical 
section of the perithecium (x 200). 8. Asci and paraphysis (x 400). 9. Ascospores (x 800). 

々と密に或は疎に被状に散在している.褐変は皮周から

更に深く，維管東と維管東との聞の柔細胞にも及んでい

るが，通常表皮から1-2mm位の深さまでであって，そ

れより深部に及んでいるものは少い.

斑紋部の組織内には菌糸が認められる.この菌糸は菌

核の密着している表皮下の組織に多く認められ，細胞内

又は細胞の同議を迷走し，無色，淡褐色又は潟色を呈

し，幅1.5-2μ ある.これら菌糸の侵害によって細胞質
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のみが褐変崩壊しているが，細胞肢は褐変していない.

4. 斑紋部に病原菌の子実体の形成

雲紋竹は林内で生木又は枯死した立木の状態で、は斑紋

部に病原菌の子突体が出来ない.また伐採された雲紋竹

が林内又は林外で乾燥枯死した場合にも子実体が出来な

い.しかし伐採された雲紋竹が林内の地上に放置され下

落葉で彼夜されて常に湿った状態で枯死腐朽するか，或
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は切株が内部に雨水が溜って常に湿った状態で枯死寓汚
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6. 病原菌の分離培養
した場合には，何れも斑紋上に子突体即ち子震設及び子

罷胞子の形成が認められるー 種々な斑竹の病原菌は何れも未だ分限培養されていた

子襲設は小さな斑紋ょには数1回しかできないが，大き いが，雲紋竹の病原菌は子襲胞子と斑紋部組織から分離

な斑紋上には数十個乃至百個以上が群生している.子罷 培養することが出来た.

殻は斑紋とのみに生じ，他の部分には全く見られない(1) 分離雲紋竹の:;l'r紋上に生じた子袈胞子は古い
また草取とには他の菌類の胞子が全く見なれない.それ と全く発芽しないが，新しいものは良く発芽する.新し

で雲紋竹の斑紋はこの子襲菌の寄生に因って生じた病斑・ a い子翼胞子を単個分離法で釣耳立って2%M府知凪馬鈴惑

であると思われる.この斑紋部に乎突体の生じた標本は

兵庫，大阪，京都などの14ケ所の雲紋竹林で何れも採集

した.著者の山本が調査した範囲では何れの雲紋竹林で

も子突休の形成した標本が採集できた.これら多数の標

本から判断すれば，この子突体は病原菌として誤りない

ものと信ずる.

菌類の寄生によって生ずるテ Pヒラタケの虎斑竹，7，8)，

マダケの日向斑竹叫マtIケの虎斑竹tj)..セキカクチクの

祭舷竹.5j. スズタケの祖母斑竹句、 ナリヒラタケの漠斑

竹7). ネマガリタケの図紋竹のーなどは生木又は立木状態

の斑紋部に病原菌の子実体が常に形成される.然るに雲

紋竹の場合は前記の如く，常に湿った状滋で枯沼環符す

ることが子突体の形成に必要な条件である.今まで翼紋

竹の病原菌が発見されなかったのは斯る理由に因るので

はあるまいか.

5. 諸原菌の形態

子褒殻は陪褐色又は黒褐色の斑紋上に散生又は密生

し，初め表皮下に生じ，後に表皮を破って殆んど全体を

露出し，その表皮の裂片は子袈設の器部を包囲してい

る.その形状は円錐形又は円錐状半球形，手間恨の頂端

に極めて微細な孔口を有し，表面は平沼，黒色を呈し，

硬く，その高さ 450-110011.幅 645-1125μ ある.殻壁

の上部は厚くて黒色を呈し，炭質，厚さ53-97μ あるが，

底部は殻壁の発達が悪く道常白色の柔組織の薄い庖か

らなり，厚さ10-25μ ある.

子装は殻の底部から叢生し，準円筒形にして頗る長

く，頂端は円頭で著しく肥厚し，下部は漸細し，内部に

4-8{国の胞子を斜2列又はI列に含み，大いさ130-295

x7-12μ{通常190-210x 8-10μ)ある.糸状体は底部

から無数に設生して子主主を包囲し，その上部を疫い，極

めて繊細な糸状，隔肢を欠き7 m~色にして，大いさ70-

210xO.8-1.3μ ある.

子袈胞子は長紡銭形にして両端は鋭萌，通常僅かに母

曲し，隔膜は通常中央に 1(回，極めて稀に2-31，回を有

し，中央の隅腹部は多少紐れ，初め無色であるが後に淡

褐色を呈し，大いさ 30-65x4-7μ(通常40-50x5-

6μ}ある.
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寒天上に移し..250Cの定混器に約3週間保って生じた

菌叢を他の馬鈴薯寒天の斜面串護主主上に移すことによっ

て分隊ができた.また竹の斑紋部を5mm平方の小片に

切り取り，これを千i音の昇家水で2分間消毒し，良く殺

菌7kで洗って前記馬鈴薯寒天ムに置き，前記定温器内に
約2週間保って生じた菌援を馬鈴悪寒天の斜面.培養主主主

に移すことによって分離ができた.

(2 )培養玉葱寒天 (200g+1000cc +20g) > 2 %i.w. 

糖加用馬鈴碧寒天 (200g+ 1000cc + 20g ~ 20g 1及びヲア

ベック氏合成培援基など3掻の培養恭とに菌叢の小片を

移植し，250Cの定温器内で 2-4週間培養を行った結果.

胞子と組織から分離した両菌株は菌f誌の色彩及び空中菌

糸の形成状態は良く類似しているが，発育の述度は後渚・

の方が速やかであった.両菌株とも yアベyク氏合成培

養誌上では陪福色の菌誌を形成し，気中菌糸は極めて少

< .他の培養基に比して発育が劣った.馬鈴薯寒天上で
はオ 9-7'色を摺ぴTこ暗色，玉葱寒天上ではオ 9ーフ'色

を帯びた灰禍色の菌君主を形成し，気中菌糸は何れも少く，

菌援は古くなると何れも陪色乃至陪褐色に変った.

両国株は3話の培養基上に何れも子互窃包子の形成がな

く，また不完全時代の胞子も形成しなかった.それで本

菌は自然の斑紋ょのみならず培養基上にも不完全時代の

胞子を形成しないから，生活環に不完全時代を宥しない

とJ思う.なお本菌の子喪胞子が培養誌上で形成されない

のは，とれに特殊な栄主主条件又は環境条件が必要である

ように思われる.

7. 本病原菌の種名と病名

木病原菌は前記の形態的特'徴によって Astrosphac'

riclla属に器入さるべきものと思う.本属1'1SYDowl3) 

によって.Sphaeriaceaeの Didyf帽osPhacr;，a属に近似

しているが，子襲殻の発生状態が違う理由で創設され

た.然るに CLEME附占&SUEAllりは本属を Didymo・

.rPhaeria属の異名にしているが，その理由に就いては

聞記していない.

木属の基本程は A.fusispora SVD.であって'/これ

は原倶路氏が岐阜県川上1寸のマグケに発生したのを採集

し SVDOWに送られたものである.同氏はこの援本を
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所蔵していないから比較できないが，この謀本種も子褒

設の底部殻壁の発達が感心柔組織の薄層からなってい

るように思われる.この性質はSphaeriaceaeより Hemi-

sphaeriaceaeのものに紛や似ている.また糸状体が無数

に群生し， 子襲を包囲している状態は Pseudosphaeri-

aceael，3)のものに似ている.これらの性質から判断ずれ

ば，本属は DidymosPhaeria属とは速い， SVDOWの説

の通り独立した鼠であると思う.

本属には A.fusispora SVD.とA.stellata'(PAT). 

SAC口町.の2種ある・!とれら両種と本種と比較すれば，

木留の子護は他の両径のものに比して頗る長・形であっ

て，子袈胞子もまた細長く，更に胞子の隔膜数は他の両

種は 1個であるが，木穣のは稀れに2-31固ある点な~で

相違し，これらと同定し難い.なお我国で竹に発生する

Leptosp加eria例 ;，noens;，sHARA4)， Asterotheca n;，gro-

co仰 isHINOs)，フイ J}'!lピンや印度で竹に発生する

A例PhisPhaeriaSchizostachyi REIIM， A.恒例busae

Sm-. A khandalensis REmtl2)などの箆類にも梢や似て

いるが，子裂と子翻包子の形状が違っている.本種に同

定さるべき既知種が見当らないから，本種を新穏と認め

Astrosp加eriellafuscomaculans e.命名し，次の如く

特徴を記載する.本国の侵害によって生じた雲紋竹の病

名を雲紋病と命名したいが，この病名は Coniothyriu例

Bambusae MIVAKE et HAIU.II)に因るものに既に使用さ

れているから，重復しないように褐色雲紋病と命名する.

従来ハチクのうちで斑紋の生ずる一変径と考えられてい

た雲紋竹は褐色雲紋病に隠った竹のことであると結論す

る (1954年5月17日受領)
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学 儒

R毛sume

The fuscous speck1ed bamboo or 'Unmon-chiku' 
of Pl!yllostachys nigra MUNIlO var. He?lonis MAKfNO 
found at some bamboo groves in such prefectures as 
Hyogo， Kyoto， Osak負andShiga in Japan has 10ng 
been noticed .by botanists" p1ant patho1ogists and 
dendrologists.‘ Concerning the cause of the speck1ed 
bamboo， however， it has not yet been scienti五cally
studied， and has general1y been referred to as a spe-
ck1ed variety due to hereditary origin. According to 
the al1thors' investigations it is inferred that the spe-
ck1ed bamboo is due to a parasitic fl1ngl1s belonging 
to the genus Astrosphaeriella. The fl1ngus attacks the 
culm and branch of the 1iving bamboo， and causes a 
fl1sCOUS speck. The out1ine of the speck is irreg111arly 
el1iptic or wholly irregu1ar and its color is dark brown 
or b1ackish brown with white五nestripes. 
The sl1perficial myce1il1m and the small sc1erotil1m-
like body of the fl1ngl1s appear not on1y on the speck-
1ed part bl1t a1so ov釘 thewho1e sl1rface of the speck-
1ed bamboo_ Under the microscope it is shown that 
the cytop1asms of epidermal and cortical cells of the 
speck1ed tissl1e are stained with brown co10r by the 
invasing of the 'intracellu1ar or int句・cell111armyce1ium. 
The fungus can grow on onion-and potato de∞ction 
agars as well as on Czapek's synthetic media， but no 
spore appeared on the cu1ture media used_ 
The perithecia of the fungus aptear on the speckle-
d part of the moistened stl1b and 1aid cu1m which rotted 
in groves. Althol1gh the fl1ngus somewhat resembles 
Astrosphaeバellafusispora Svo・onP hyllostachys 
reticulata KOCII， the latter is distinguished from the 
author's by the size and shape of asci as well as 
ascospores. The fl1ngus being new to science is named 
Astrosphaeriella fuscomaculans. The diagnosis of 
the fungl1s is as fol1ows. 

Astrosphaeriella fus∞mnculans 
YA~tAMOTO sp. nov. 

Macu1is irreg111釘it町 c!1ipticisve1 omnino irre-
gu1aribus， fuscis， 0.2-5 c瓜 latis;peritheciis gregariis 
vel sparsis， primitus innatis， mox erumpentibus et 
superficia1ibus， base 1acinis matricis circumdatis， 
conoideis vel conoideo・hemisphaericis，apic巴papi11atis，
poro apica1i minutissime apertis， 1evibus， atris， duris， 

645-1125μlatis， 450-1100μaltis; superne parietibus 
carbonaceis， 53-97μcrassis， sed ad basim membrana-
ceis， parenchymaticis，百1bidis，10-25 u crassis; ascis 
subcylindraceis， apice rotundatis et incrassatis， basim 
versus attenl1atis， 4-8-sporis， 130-290 x 7-16μ(ple-‘ 
rumque 190-210 x 8-10μ); paraphysibl1s numerosis， 
tenuissime fi1iformibus， aSC03 superantibus， obvallatis， 
aseptatis， hyalinis， 75-210 x 0.8-1.3μascosporidiis 
oblique distichis ve1 monostichis， fusoideo-e1ongatis， 
leniter curvatis， utrinqe acuminatis， 1・septatis，rarissime 

2-3・septatis，ad medium septum p1us minusve const-
rictis， primum hya1inis， mox fl1scidulis，30-65 x 4-7μ 
(p1erumque 40-50 x， 5-6μ) • 
Hab. in culmis emortuis Phyllostachydis nigrae 
MUN. var. H cnonis MAK.， Sasayama， Prov. Tamba， 
Japonia (W. YAMAMOTO 1eg.). 
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